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成果の概要 

化学研究所 加藤 真理子 

 

 

研究目的 

ホスファチジルイノシトール 4,5-二リン酸【PI(4,5)P2】は生体内に微量に含まれる膜脂質

の一種であり、さまざまなエフェクタータンパクを介して膜輸送や細胞骨格などを制御す

るシグナル分子である。これまで植物細胞においては、PI(4,5)P2が細胞形態形成や環境スト

レス応答などにおいて関与することが示されてきたが、植物の細胞分裂に関わるリン脂質

シグナルの役割はよく分かっていない。予備実験では、植物における PI(4,5)P2 の主な産生

酵素として知られる PIP5 キナーゼ（PIP5K）をコードする遺伝子群を欠失したシロイヌナ

ズナ多重変異体では細胞分裂過程が不全となることを発見していたが、PIP5K および

PI(4,5)P2が細胞分裂過程のどの段階で発現するのかが不明であった。そこで本研究では、植

物の細胞分裂に関わる PI(4,5)P2の役割を明らかにすることを目的に、PIP5Kおよび PI(4,5)P2

の細胞内局在を調べた。 

 

本年度の成果 

はじめに PIP5K の自プロモーターの下流に PIP5K と緑色蛍光タンパク質を融合した

DNAコンストラクトを発現するシロイヌナズナを用いて、共焦点レーザー顕微鏡下で緑色

蛍光を観察した。その結果、根の分裂領域においては緑色蛍光が非常に微弱で細胞分裂過程

の細胞において観察することはできなかったが、配偶子形成過程において緑色蛍光を観察

することができ、PIP5Kがこの過程において発現することが明らかとなった。次に、PI(4,5)P2

の局在を調べるため、PI(4,5)P2を特異的に認識する分子プローブを発現するシロイヌナズナ

を用いてその蛍光を観察した。その結果、PI(4,5)P2の分子プローブもまた配偶子形成過程に

おいて発現することが分かった。PI(4)Pの分子プローブについてもその蛍光を観察すること

ができた。以上の結果から、PI(4,5)P2と PIP5K が配偶子形成過程において発現することが

明らかとなった。 

 

今後の予定 

本実験で得られた結果を足掛かりとして提案した研究課題が令和 3 年度基盤研究（C）

に採択された。今後は、PIP5K遺伝子群のシロイヌナズナ多重変異体を用いて、配偶子形成

過程について詳細に観察する予定である。 
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